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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，Streptlysin・・O

　　　　　　　　　　lまじめに　　　　　　　　　　　　　　　　B　赤血球沈降促進法

　癌細胞を流血中に翻めることができることは，すで　　　　　　　　1．Fibrinogen

に1869年にAschworth①が血液塗抹様本に偶然見出　　　　　　　　2．　Dextran

したことを報告して以来，schleip（ll．9・・05）②，　ward　　　　　　c　濾過膜法

（1906）⑤，Marcus（ICJユ9）④らにより報告され，そ　　　　　　D　比重差利用法

の後腫瘍転移の機序の探究に，Pool＆Dunlop　s　　　　　　　1．　Albumin
（1934）⑥により積極的に流血申に癌細胞を発見しよう　　　　　　　　2・Silicone

とする努力がなされたが，近年になつて，検査法の進　　　　　　　3・アラビアゴム

歩とともに痛の血行性蔓延に関連してその化学療法が　　　　溶1血1法は，Saponinを用いて赤鷹i球を溶」血させ，

関心事として拾頭しはじめて以来，内外を通じて，流　　　残りの白血球及び有核細胞成分を遠沈，固定し，ヘマ

」血・噸瘍細雛ついて多数の報告がなされるようにな　トキシリン・エオヂソで粕する（E・g・m959）⑭。

つた。しかし婦人科悪性腫溺患渚についての報告は比　　　またStreptlysin－Oで白」血球及び赤血球を破壌し，

較的少く，Diddle（1959）⑥，　R。berts（1960）⑦，　　Millip。re　Fjlterを通し，固定してPapanicolaou

Soost（エ961）⑧，　Erdenen（1963）⑨，わが国では竹　　　法で染色する（Pruitt　1958）⑯。

内（1961）⑩，晶川（1960）⑪，増淵（1960）⑫，鈴木　　　赤血球沈降促進法は，赤血球だけを速やかに沈降さ

（ユ960）⑬，井槌（1964）⑭，らの報轡をみる程度であ　　　せて有核細胞を集める方法で。Fibrinogen法が最も

る。そこで著省も，婦人科悪性腫揚患者の血中圏瘍組　　多く用いら乳ている。即ち，Fibrinoge雄を加へて赤

胞の検出について臨床的に研究を進めるとともに，い　　　、血球を沈降せしめた上清に含まれる有核細胞を集め，

ささか実験的研究をも併せ行つたのでその成績を報告　　　May－GrUnwa正d－Giemsa染色を行う（Sandber窟

する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1957）⑰。そのほかDextran（Tullis）等を用いる方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法もある。

　　　　　　　　　成　　績　　　　　　　　　　　　濾過膜を使用する方法には，通常5μのMillipore

　　　　　I　腫瘍細胞の検出減について　　　　　　　Membranが用いられ、吸引濾過することによつて一

　流血中の腫瘍細胞の検出を目的とする検査法は，多　　定の大ぎさ以上の細胞成分を集めることができるので

貴の試料を短時間に簡易に検査できることが必要であ　　　これをShorr染色する（Seai　1959⑱，　Malrngren

り，血中の非腫瘍細胞をできるかぎり除くこと，また　　　1958）⑩。

細胞に変性をきたすことが少なく，よい染色性が得ら　　　比重差利用法は，白血球（比重1，075以上）が赤血

れることが重要である。これらの条件に適した幾多の　　球（比璽1，079）より比重が軽く，特に腫瘍細胞（比

方法を整理すると次の如くになる。　　　　　　　　　　童1，056以下）は比璽が軽い方に属することを利用し

　　　　A溶血法　　　　　　　　た検査法で，Alb・min（R・b・・t・1958）⑳，　Sili・・n・

　　　　　　1，Saponin　　　　　　　　　　　　　　（Sea11959）⑱，アラビアゴム（宗像1958）⑳などの
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溶質を用い，一定の比璽の溶液を調整して，腫瘍細胞　　Romsdahlによれば，　Megakaryocytを始めとす

を多く含む比重域の細胞層だけを取出し染色する。　　　　る造血性細胞は急性炎症性疾患，或る種の1血腋疾患及

　これら諸法の優劣についてはにわかに断定でぎない　　　び膠原性疾患等にしばしばみられるほか，悪性腫瘍患

が，腫蕩細胞の採取率が比較的高く，しかも簡単であ　　　渚では系統的化学療法のあとによくみられ，また転移

るところから，署者はアラビアゴムを用いる比璽養利　　　癌患渚から検出されるMegakaryocytは対照患噺の

用法によることにした。その実施は次の如くである。　　　それと形態が多少異り，核クロマチソの不規則性及び

　1．1％Heparin溶液1紹または3，8％クsン酸　　　細胞質の空胞化などの変化を示すものが多いという。

ソーダ、77；eを加kt。血液5，6剛して2neの齢で，　」・・k・。n（L962）⑭は，異酬［II・」j包の出現は癌儲も非

2．5％グル＝＿ス液と30％アラビアゴム溶液の等墨：混　　　癌患着も頻度に大差はないというが，Rornsdahl⑳は

合液を加える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　造血性未熟細胞は癌患溜血中に検出頻度が高いとし，

　2．泡がたたないようによく混和して，これを．1．Ome　　その理田として・癌患輩血溜中に骨髄刺戟性物質の存

の注射器にとり，針のついた方を上にして，15～20分　　　在を想建し，これが綱内系または造血磯構に変化を起

聞静置して赤血球を沈降せしめる。　　　　　　　　　　させるためであろうとしている。

　3．注射器に折りまげた注射針（エ／1）をとりっ　　　　何れにしても，体内に病変がある場禽・そのために

け，そのまま内筒を押し上げて上清を遠心管に移し，　　　直接・間接に修飾をうけた良性体細胞・瞥に幼蕾細胞

1，000r，P，m．で5分間遠沈し，沈漉から5枚の嬢沫　　が流血L中｝q』四呂することほ容易に想像され為ところで

標本を作製する。　　　　　　　　　　　　　　　　　あり・悪憶腫揚患滑の場合にも反応性に変化がみら

　4，染色はWrightまたはWright－Giemsa溶　　　れ，’胃’髄も直桜，間接に種々の影響をうける結果，修

液で行うo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飾された誹腫瘍細胞が流1紅国コに娼現してt所調異形細

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胞として腫瘍細胞との鑑別上習々の目をますます困難

　　　　　兀　膣瘍細胞の判定にっいて　　　　　　　　にさせると考えられる。

　腫瘍縞胞の検日：1上最も園難な闇題ほその判定であ　　　　そこで藩三爵は1腫瘍細胞同箆の藻礎として，動物腫

り，時には確定が殆んど不可能なこともある。特に流　　　蕩細胞癒用いてtPAS反応及びTPT反応を応用し

血中の腫癌細胞の検索では，少数の腫賜細胞が遊離の　　　た鑑別染色を試みるとともに，泊L溝桝こ於ける腫瘍細

状態で存在する上に，骨髄その他に由来する非腫癌細　　　胞の織時的形態変化につき爽験を行つた。

胞には典型的な形態を示めすものから異型殴を瀞びた　　　　　　　A　鑑別染色

ものまであり得るわけであるが，その異型の程度が強　　　　　1・PAS（Periodic　Acid　Schiff）反慈

ければ，これと睡賜細胞との鑑別は鶴だ園難と．なる。　　　　PAS反応陽性物質は各種の、血球に種々の程度に認

このような，腫瘍細胞と断定出来ず，しかも正常細胞　　　められ，殊に好中球系には強陽性である。Jackson

とも異なる所謂異型細胞として腫瘍細胞と誤られやす　　　（1962）⑳は，MegakaryocytにはPAS陽惚の細胞

い細胞は次の如きものである。　　　　　　　　　　　　質顯粒が認められるところから・PAS反応IX　Mega・一

、　A造血性の細胞　　　　　　　　　　　　　　　　ka「yocytの認知，従つて腫瘍細胞との鑑別に価偵

　　　Megakaryocyt，　Myeloblast，　Promyelo一　　があると述べている。

　　　blast，種々の分化段階のPiasmacell等　　　　　　著港はMc　Manus法によりラツテ腹水癌AH13の

　　B正常の体細胞　　　　　　　　腹水にPAS染色をbkし（附図1㈹・また糊棺
　　　内皮細胞，正常組織細胞（特に手術操作時出現）　　頸癌患者の流血申腫瘍細胞の検出に応用してみたが，

　　G有糸分裂嫁　　　　　　　　　　　　　　　　　正常血球と腫瘍細胞または異型細胞とを明確に鑑別す

　　D「由来不明の細胞　　　　　　　　　　　　　　　ることは困難のように思われた。

　これらのうち，・繊現頻度も高く，腫瘍細胞との鑑別　　　　　　2・　TPT（Triphenyl　tetrazoliurn

に最も注意を要するのはMegakaryocytであり，　　　　　　　　　　chloride）反応
その他のものの出現澱は少い（R・m，d。hl1964）　　TPT反応（鞭生ユ954）⑳は，欄胞の脱麟酵

＠。Raker　Q960）⑳は，悪性腫瘍患re　144名のうち，　　素とその組織1ヒ学的証明に使用されるDiazoniLirnに

明らかな腫蕩細胞は2名からのみ見出され，腫蕩細胞　　　よりアゾ色素の沈藏と，更にその脂溶性性質による癌

と思はれた60名からの細胞は再検討の結果Megaka一　　細胞脂質の着色を検ずるものである。非癌細胞例えば

ryocytであつたと云い，肋骨骨切の他の患者にも　　食喰性遊走細胞にも蕾色願粒が認められ，癌細胞に特

未梢血中にMegakaryocytをみたと述べている。　　　異な反応ではないが，従来腔内容塗抹標本にてSc一
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reening　testとしての利用性が認められている。　　　第2図　直後所見　10×100

　　　　　化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　血中腫蕩細胞同定の基礎として，血清中における腫

瘍細胞の経時的形態変化を観察するために実験を行っ　　　　　c　30分後（第3図）

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細胞膜の境界は不鮮明化し，核染色性は多少低下す

　　　1．実験材料及び実験方法　　　　　　　　　　　るものもあるが・直後の標本所見と大きな変化はな

　腫瘍細胞の血清中での変化をでぎるだけ確実に把握　　　い。時にはチトプラスマ崩壊による裸核状態・または

するため，大多数の癌細胞がほぼ同一の形態を示すラ　　　胞質と核との境界が不鮮明のものが出現してくる・細

ツテ腹水癌AH　13の腹腔内移櫃後7日目の腹水癌細　　　胞分裂を起しているもの・即ち細胞が血清中でまだ生

胞を使用した。即ち，ドンリユウ系ラツテ（体重100　　存していると考へられるものも認められる・

9前後）移植後7日目の腹水癌細胞をその血清と混　　　　ただスタンプ標本にくらべると若干細胞中の空胞形

じ，37。C恒温槽中に静置して，直後，30分，1，3，　　　成の増加がみられ・好塩基性の性格にはあまり変化が

6，12，24時間及び48時間後に500r．P．．m．5分間遠　　　みられない。

沈し，その沈渣をスライドグラスに塗抹，Wright－
Giemsa染色を施して鏡検した。対照にはスタソプに　　　　　第3図　　　30分後所見　　10×100

よる標本を置いた。

　　2．実験成績

　　a　スタソプ標本（第1図）

　癌細胞は第1図の如く，変性は殆ん認どめられない。

第1図　　スタンプ標本所見　　10×100

4

　　d　1時間後（第4図）

　細胞体の染色性は低下して淡染性となり，細胞膜は

突起を生じ鋸歯状となるものがみられ，更に大小の空

胞の数は増加し，膨化がみられる。核では，染色性は

多少低下し淡染性の傾向がみられ，又，核の膨化が多

く，核小体も減少するが，核崩壊像は殆んど認められ

　　b　直　後（第2図）　　　　　　　　　　　　　　　ず，全般に核分裂像は少なくなり無糸分裂像をみるよ

　全体に細胞の好酸性は減少し，細胞膜の境界はやや　　　うになる。然し全般的にはなおスタンプ標本と全く同

不鮮明となり，原形質内に多少の空胞がみられ，縮小　　　様の細胞が多数存在するのが認められた。

細胞をみるが，細胞数の減少は殆んどにみられない。　　　　　e　3時間俵（第5図）

核では，核小体は不鮮明となり，クPマチン染色性は　　　全般的に標本中の細胞数の減少と，縮小化がみら

やや低下する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ，時にはリンパ球の如き，或は裸核に近いものがみ
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　第4図　　1時間後所見　　10×100　　　　　原形質は崩壊して裸核状となり，或は染色性も低下し

’　）　　　　　　　．　　）　　　　　　　　　　て原形質がアメーバ様の突起を生じ，空胞変化も多く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Oo

られ，時にはリソパ球の如ぎ，或は裸核に近いものが　　　第7図　12時間後所見　10×100

みられる。即ち，核は濃縮化となり，原形質の減少を

立つ。更に濃縮性の核は濃淡差が余りみられず．むし

ろ原形質の境界不鮮明化と融解像が目にっく。スタソ

プ標本にみられた大型細胞はきわめて少い。

第5図　 3時間後所見　1〔｝×100

’

h　24～48時間後（第8図）

　　　　数の著明な減少と核の崩壊豫が認められ，コソペイ唾

　　　トウ状，穎粒状に崩壊する傾向があり，細胞の形もぎ

わめて不規則で対照とは著しく異なつた形態を示す。

核の濃縮と原形質の崩壊が強く，正しい細胞膜として

の構造をもつものは殆ど見当らない。濃染する大小の

▲ゼ　　　　　　穎粒状物質がみられるが，これは染色性が核のそれと

　　　　　　　　　似ており，おそらく核質の流れと考えられる。

　　f　6時間後（第6図）

　標本中細胞数の減少と細胞崩壊のためと思われる紫　　　第8図　24時間後所見　10×000

染性物質の増量が目立つ。全般に大型細胞は減少し，　　　　　　　　　　　．．，v

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀦、　　　　tt

　　第6図　 6時間後所見　10×ユ00

丸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　憩　　　　　　　　　　　　　　　譲　　　　　　』■瞳

●『　　　　以上備中剛。翻田胞。繍形態変化を
　　　　　　　　　　　　　一　’一　　通覧するに，先ず細胞質に退行変性を生じ，次いで核
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に分解働ミみられるが，悪騰蜘よすでに6時間後に　は原形質の櫨基性の特に強い細胞について綿働こ細

かなり低下するものであることを知ることが出来る。　　　胞各部の性状を検討し，佐藤・宗徹（ユ960）⑳の基準

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第1表）に則ってこれらを判定し，願瘍部分の材料

　　　皿1腫癌細胞及び異型綱胞の判定基瀦　　　　　　が得られる場合には，それをスライドグラス上にスタ

　腫瘍細胞及び異型細胞の判定は，塗抹標儲こつき　　　ソプした標本上の腫瘍細胞との細胞学的な比較検討を

Wright－Giemsa染色を行い，異常に大きな細胞また　　　行つた（附図D。

第1表　　　　 魎瘍細胞及び異型細胞の判定雅準

I　　I　腫賜細胞　1　異型細胞
細と

竪
体て

核

核

小

体

原

形

質

艦い

静
寒場

k合

1大　　き　　さ

　　　　形

変性又は壊死

核原形質比
大　　き　　さ

ク　P　マ　チ　ン

構　　　　　造

核　　膜　　壁

　　　形

多　　核　　性

核　　分　　裂

変　　　　　性

大　　き　　さ

　　　数

　　　形

　　　縁

分　　類　　上

染　　色　　性

封　　入　　体

異常（巨大）空胞

中性赤顯粒
核との境界
形，大　き　さ

構　　　　’造

細　胞　境　界

封　　入　　体

結　　　　　合

染　　色　　性

正常範囲な趨えて増大　　　　　　　　大型のものもあり

極端な細長型乃課異常形を示すことあり　興常な著明でない。多くは整然とした単
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一状
しばしば見る　　　　　　　　　　　　余り鞍明ではないがみることあり

増　大

異常に大きい

増大（過染色質）

明階の濃い網状又は斑紋状のことあり

雌染色質性のことあり

不規則｛生

しばしばみられる

増加，鍋常分裂を伴う

異常望鰹胞形成染色性の滅退消失

増　大

増　加

多くは円いが不整形のものあり

著　明

贋IV型のものあり

著明な好塩基性又は好酸性

色素願紋（メラニソ），白血球，細胞破片

粘液脂肪グリコーゲン，アルカリフオス
ターゼ等

やや減少，散在性のこと多し

比較的不鮮明のことあり

核，細胞質の大小不同

不規則1生著明

明確さを欠く細胞又は核の密集

一つの細胞に他の細胞が封入

特殊な形に集禽又は璽積

多染性

増大するがやや少い

大きいこともあるがやや少い

多いものもあり

不規則なこともあるが薔明でない

二二核｛生のこと｝凱よくある

多いことあり，異常分裂ほ少ない

大きいものもあり

認められる

1皿型めもの多し

一般に好酸性は弱いが少い淡膏偽の原形
質を持つ事あり。豊寓な漢膏魚の原型質
を有す

有することあり

鱒　朔

均一な形や構造をとり大小不同はあって
も割に軽度

内皮細胞は比較的不鮮明であるが，組織
細胞は割に鮮闘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考として，流血中腫蕩細胞の細胞学的検禦を行つた。

　　　　　　　　W　臨床成績　　　　　　　　　　　　　　　　1．　腫瘍細胞検出頻度

　　　A　悪性腫瘍患春流血中腫瘍細胞の検索　　　　　　悪性腫瘍患者の肘静脈血中の腫瘍細胞陽性率にっい

　以上に述べた腫瘍細胞及び異型細胞の判定基準をも　　　ての過虫における報告の主なもの怯第2表の如くであ

ととし，これに腫瘍細胞の経時的形態変化の知見を参　　　り，このうち女性性器癌について検査したSoost⑧の
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第2衷　悪性腫瘍患者肘静脈血中の腫瘍細胞陽性率　　　　　第4表　検査回数からみた肘静脈血中

麟一年代圃陽
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

Fl。t。h。r⑰

Sp，i。g9，⑳

Burggi⑳
田　　崎⑭

Watne　⑳
小　　野⑳

若　　狭⑳

Soest　⑥
山　　形⑭

宇　　野⑯

〃

”

1’

1960

”

1’

1961

　1’

ユ962

100

22

28

817

178

64

128

119

728

3　　　　子宮頸癌

5　　　　断端癌
36　　　　子宮体疵
23　　　　卵　巣　癌

23　　　　外陰癌
38　　　　子宮肉腫
29　　　　　再　　　発

29　　　　良性腫瘍
60

846

28

97

37

15

19

106

20

12　　（1．4％）

0

1（1．1％）

2　（5．4％）

O

o

ユ8　（Z6．9％）

0

5（0．5％）

1（3．5％）

0

0

0

0

17　（16．0％）

0

言＋D168i33（・・8％）i23（…％）

購辮灘糊脈濫騨　　第・刻撒・麟纈検燃
診断刎例数圖生帥謄（％）

（反復検査による）

子

宮

頸

癌

1　　期

ll　期
皿　　期

rv　期
再　　発

＿v－一一tt－．＿＿＿＿一．．．＋，．一．一＿“＿－ny－・一一＿一一 @　　病　　名　　例　数　　陽　性　例　　疑陽性例
9

13

25

4

8

0

3

6

4

2

o　　　　　　　・一一一一一一
1　1　　1

23　　　子寓頸癌

24　　断端癒
100　　　　子寓体癌

25　　卵巣癌
＿＿＿＿＿t．．．一一一．＿一一一

@　　一．＿＿＿，．．＿．．．一一一．一一・一・・一　　　　外　陰　癌

計i・・1　1512L　子密肉腫
子宮体癌　 29　　7’　　24　　　癌再発
卵巣癌　36　・5　42　　良幽翻

127

　5
15

　6

　4

　3
23

10

5（3．9％）

O

l（6．6％）

1　（．16、6％）

0

0

10　（43．4％）

o

2（1・5％）

ユ（20．O％）

0

0

0

0

7　（30．4％）

0

・　　　　計｝193i17（・・8％）110（・・1％）

　診断別陽性率は第3表の如くである。報告者により陽

　性率にかなりの開ぎがあるのは，材料，検査法・試料　　　23例中10例に陽性，また断端癌5例中1例，癌再発の

　の量などが異るとともに，腫瘍細胞の判定に対する認　　　7例が疑陽挫であつた。

　識のちがいが決定的役割を果しているものと考えられ　　　　　2．子宮頓癌患者における検出頻度

　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子宮頸癌患嚢だけにっいて，その進行期・再発別に

　　著考が悪性腫瘍及び一部良性腫瘍愚者について，前　　　検出頒度をみると，反復検査による症例ごとの陽性率

　述の判定基準による腫瘍細胞の証明されたものを陽　　は第6表の如く，これの検査回数からみた陽性率は第

　性，異型細胞の証明されたものを疑陽性として，検資　　　7表の如くである。

　回数から，肘静脈血中よりの夫ltの検出頻度を示すと

第4表の如くになる・即ち，子宮頸癌でlt　846回1キ1陽　第臓子宮鵬儲における肘静脈血中鵬

　性12回（1・4％），疑陽性は5回（Q・5％）・そのほか・　　　　　　　細胞の検出頻度（反復検査による）

難職灘糎齢灘鞭鷲霜鷲診剛⊥劃．搬例鶴糊
％であり，良性腫瘍は検出率0であつた。　　　　　　　　1　　期

　これを，症例別に，反復検査による検出頻度を以つ　　　　∬　　期

て示めすと第5表のようになる。なお癌再発23例の内　　　　皿　　期

訳齋聯・9…一・一宮体醐辮及び断端　浬群

癌各1例である。即ち，子宮頸癌では127例中陽性　　　再　　発

23

71

32

　1

127

19

0

1　（1。4％）

3（9．3％）

1（100．0％）

5（3．9％）

9（47，3％）

1（4・3％）

1（1・4％）

O

o

2　（1．7％）

6（31．5％）

篇羅講鷺鐙譜渦：霧霧舞　計「146　1　14（…％）i・・5・・％・
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第俵棺鵬賭。おける踏磁から　　　灘こ泌の瀦のうち・ilitS　”肝’ti　・ilfiptの類さ
　　　みた肘静脈血中腫瘍細胞の検出頻度　　　　　　れた6例の検索成綴は・第8裏の如く何れも一般状態

診断塑数瞬・墜鵬麟灘窺穐緒1饗灘鷺纏1盟
1　　期

1　　期

］旺　期

Iv　期
小　　計

再　　発

ユ65

456

220

　5

846

93

0

1　（O．3％）

8（3．6％）

3（60．0％）

12　　（／・．4％）

14　（15．1％）

計【93gl26（2・・％）li9（…％）　子瀬棚灘おけ、陽側，例、3．M例の個乖っ、、

1　（0・6％）　　　例は9回中3回，第5例は9回中1回，第6例は11圓

4　（0・8％）　　　中3回と概むね2回の検査に1圓の割で高頻度に検出

0　　　　　　　された。なお病巣範囲と検出頻度との間には関係は認
o
　　　　　　　　められない。

、1，灘1　3・櫛鰹闘・馳伽いての
　　　　　　　　　　　　検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て，腫瘍細胞の検索経過を検討し，』血中出現の遡続的

　肘静脈血中腫瘍細胞の検出頻度は，子宮頸癌1期23　　　か断続的か，入院後日数・体温などとの関係及び全身

例mp　O，】［期71例中1例（1・4％）・n【期32例中3例　　　状態とlflttFi出現との関係に．つき探究した。

（9・3％）・IS「期1例中1例1蒋発19例中9例（47・3％）　　　先ず，腫瘍細胞の検索結果は第9～21裳に示す通り

であり，全体的には146例中14例（9・5％）の陽憶率　　　である。

となる。検査回数からみても，その頻度は1期O・1［

期゜・2％・皿Vロ］　3・6％Ily　；91　6V・°％・　1’」：ve　15・1％で・　第9表症例、蜘騨上嫡（B）

1V期及び再発例において検繊頻度が大である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検遡121／vr　12／咽・6／唄・。側・。／m

第8表　肺。肝・骨転移の発見された癒　　　　　　　　　経　　過

　　　例における検索成績　　　　　　　　　　　　　　細胞検出

症　　例

坪○み○よ

壌O志O江
小○　不○

高○文○
田O　フ○

成○　任○

年令

55

71

54

38

48

54

病　名

体癌再発

頸　皿

頸皿再発

頸皿再発

頸1皿再発

頸皿再発

一般
状態

不良

不良

不良

不良

不良

不良

厭移病槻匙

部位範囲

肺　1汁

肝　　＋

肝　　帯

肺　升
肺　十卜

骨　　＋

検資
圓数

ユ0

5

3

9

9

11

検出
回数

最高体漁

入　院

36，5°C

手術，

　：』　　　－

36，40C38．OOC

テレコ

36，80C

4　　　　第10衷　症例2　獺皿禰平上皮癌（B）
4

2

退院

　十
37．2°C

検査司蜘125／測軌
3　　　経　　　過

1　　　細胞検出
3　　　最高体温

入　　院

　十
36，8°C

テ　レコ

36．7°G

死　　亡

　十

36、20C

第11表　　　症例3　頸皿再発篇平上皮癌（A）
検査・1・・／V1・3／Vレ2・／V【・3／川・・圃・・酬・・川・／Val・7／Va　I

経　　　過

細胞検出

最高体温

入院

36．4°C

ウイルe
ヨウ摘出

36、80C

テレコ

36．9°C

テレコ

37．5°C

テレコ

38，00C

テレコ

37，50C

テレコ

　十
37。2°C

　　　　退　院

　十　　　　十

36，80C　 37．30C

第12表　症例4噸皿扁平上皮癌（A）　　　　　　　　第13衰　痘例5頸皿扁平上皮癌（B）

髄日［・／川・・加128／il・6／il・／］ll　検査日1・／V　iユ6／V「・・ノV

細胞検出

最高体温

経過入院テレコ @6°c°退院　経　過入院勇止マイ
　十
36．6°C

　十
37，5°G

　十

37．5°C 36，30C

　十
36．8℃　　細胞検出
　　　　　　最高体温

　十

37．5°C

　十

37．4ec

死　　亡

38．5°C
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第14表　　症例6頸W扁平上皮癌（B）
検査　目

経　　過
細胞検出

最高体温

・／川・7／測・／Il17／1i・／皿1・6／－28／・ll

入　院
　十
37．8°C

プ　レ　コ

　十
37．OOC

テレコ
　十
36。9°C

テレコ

36．8°C

テ　レ　コ

36．5°C

テレコ　退　　院

38、OOC　　　　38．OOC

第15衷　　　　 疲例7　頸　皿　腺　癌
検査日1・・副・・瓜

経　　過

細胞検出

最高体況

入院

　十

36。50C．

00Co

　十

38．2°C

25咽・／x123／x1　24／x　1・7／MI・／測14畔4／測22111・／唄・・／］［

テレコ

37．5°C

00Co

371°C

テレコ

36．7°C

ウイルビ
ヨウ摘出

36．9°C

テレコ

37。O°C

テレロ テレ認

37・0°Ci36・8°C

退院

37．OOC

再入院

37。1°C

マイト
マイシン

37．5°G

死亡

　・ト

37。1°G

第16衷　　　症例8頸］［再発　編平上皮癌（C）

検査司16／xl・・！xl1欄1・・／絹・21川・・／Xt

経　　過
細胞検出
最高体温

入　院

36．70C

テレロ　 テレロ　 テレコ　　60Co　 退　 院

　一a　　　　　　pm　　　　　　rv　　　　　　－　　　　　　十

36．50C　　　　　37．leC　　　　 36．80C　　　　　36．40C　　　　　36．50C

第17表　　　　　症例9噸i皿再発　禰平上皮癌（B）
検査日122／al，1・／Vi・・／Vl・／川28／ψ2／叫28副・4／粗128／帥・／mel・・卿2イXl26／Xl・・／M

経　　過
細胞検出
最高体温
　C°

入院 フ噌レロ テレコ
テレコ［テレロ

鵜 一 一 一 「一 一

37．2 37・2 P37．1 37．1 38．9 37．0

士

テレ司テレ・

　．．1．．
死亡

十

第18表　　　症例10噸』］旺稲平上皮癌（B）
検査・123刎・側22／田1・／ml・・帥／Xi・8／Xl・／刈22／刈・川・8坤／llll・7／mal・／rV

経過
細胞検出

最高体温
　゜C

入院

36．8

アレ
コ

36．8

テレ
ロ

36．5

アレ
コ

一「
36、536・8

　1

aOCo

36．5

60Co

36．9

アレ
コ

36．8

退院

36．8

再
入院

36。2 36．8 36．7 36，3 36．3

・4／W12S／rv

38。0 36．8

18／vl25／V

36．8

死亡

十

36，4

1　第19衷　　　　疲例11頸亘編平上癌（B）
・検査・128帥・帥5／皿i・・／Xi25／X！咽1・7／刈27／皿113／皿1・／W 27／IV

経過

ﾗ胞検出
ﾅ高体温　゜C

規ζ・

@　　漏甲

R6，536．8

ζレ

p37．3

ζレ

[37．2

“OC。1テレ　　　コ

@ー　　　　　　　　　　　　

R7，537．ユ

退院

c36．8

再入院　37．4

ζレ

[37．5

ζレ

[37．0

テス

､ノ

m37．3

・・帥3／vl・帥5川・・帥3圃・・／叫・1／va

テス
チノ
ン

38．3

テス
チノ

ン

テス
チノ
ン

38’2 P　37’1

テス
チノ

ソ

37．5

テス
チノ
ン

十

38噛O

十

38。2

死亡

十

38。8
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第20表　　　症例12頸皿再発編平上皮癌（B）
検査・126／・1・・／測・・／副・／ll・2／li・・／ll・・／・・124／・i・／・

経　　過

細胞検出

最高体温
　゜C

入　　院

36．　5

テスチノン

36．8

テスチノン

37．2

テスチノン

37。O

テスチ／ン

37．　2

テスチノン

3Z・　o

マイ　ト
マイシソ

36，9

マイ　ト
マイシン

36，8

死　　亡

十

37．5

第21表　症例13頸皿再発扁平上皮癌（C）　　　　　　第22表　子宮頸癌患者における陽性細胞出現状態

髄・1・／IY　I15／LV　1　・5／vl・6／Y・1・／m［　陽｛蜘聰初回再入院

経　過入院テレコテレコ
＄田月包検i到　　　　一　　　　　　＋　　　　　一

鞘讐温36・336．836．・

アレコ

37，8

退院　　　・一・・　　　　　　　　一一一

一　 出現状態入院（樽発）計（％）

一　・回のみ關い酬・例レ例（・…％）

36．5　　　　　速続　3例　3例　6例（42，7％）
　　　　　2圓以上非鰍・例・例｛例（7，、3％）

　陽性細胞出現状態を，1回のみ陽性，2回以上連続
及び2圓以上非連続に分けて観察すると館22衰の如　　　とはないように思われる。

繍雌謀灘羅騨繁簾謙畿と難灘融論繍
が・例（・．・％）麟齢。くらべて巌筋力願、陽繍漁・と鷺・・，・・ber・s⑳・・よれば・予微好

結果を得た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と思われるものは工6・　7％・予後不良と恩われるものは

　また，子宮頸癌患者の陽性組胞出現と入院後日数と　　　31・1％の陽性躍であつたという。・一・・般に進行癌愚蒋に

の関係は第23袈の如く，入院後1遡間以内に既に腫賜　　　陽性率が高いことは多くの学者の認めるところであ

細胞を検出し得た症例もあるが，4週間以上経つて初　　　り，全身状態と陽性率との間に関係があるであろうこ

めて検出できた症例が多い。　　　　　　　　　　　　とは想像に難くない。そこで著者は，腫癌細胞検醐の

　体温（検査日の最高体温）との関係は第24表の如　　　有無と一般検査成績との関係，及び子官頸癌患看にお

く，初回入院例では陰性例の平均体温36．5°Gに対し　　ける腫瘍細胞検出時の全身状態について検討を加えて

て37・4°C，再発例でほ陰性例の平均体温36。9℃に対　　　みた。

して37．3°Cであり，検出例は非検出例より若干上圃　　　　先ず臨瘍細胞検出の有無とPt般検査成綴との閥係を

つてはいるが，特に高熱時に検出されやすいというこ　　　金体の平均値であらわすと第25表の如くであるe／即

　　第23表　　 入院後目数との関係
初回入院例

翻翻i・1・［・1・1・
入院後
日　　数

ユ06日 1日

35日

1日
ユ4日

28日

64日

15日

31日

46日

1日

14日

再入院（再発）例

翻番劇・［・1・1・L・1・。1・・112i・3
入院後・・日・日29日89目i57日
日　数　79日14日
　　　　　　88日

101目 140日
ユ60日

175日

108日 7日
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1　　第24表　　　 体温（検査日の最高体温）との関係

　初回入院例

症例翻［・．1・1・1・1・　初臥院例

最高体混

　゜o

37，4 38．8

36．5

36．5

37．5

37．5

36。5

37．0

36．5

36．5

　　一　　平均体温　　　　37・3°C

38・5　陰性例平均体温36，5°C
3＆5　再入院（再発）例

　　　　　　平均体温　　　　　37．3°C

　　　　　　陰性例平均体温　　36・9°C

再入院（再発）例

症例番副・1・けいい1・・i・…・・レ3
　　　　　　37．2
最高体温
　　　　　　36．8
　°C
　　　　　　37，3

37．　5

37，4

37．1 36．5 36．5 36，5 38．0

38，2

38，8

37．5 36，5

第25表　　　　　　腫瘍細胞検出の有無と一一一一一般検査成績との関係

1例鵜沈中蘭赤醐レ紬球肱蟹上A／G隔塵難
陰　　憐　　例

疑　陽　性　例
陽性例及疑陽性例

陽　　性　　例

142

　9

　5

ユ1

29．5

33．1

41、5

57，5

411万

415万

334万

369万

6，024

6，222

12，540

6，430

71．4％

75、2％

60．8％

67。8％

1，0

；．O

o，8

0．8

6．8％

6、5％

Ci　，5％

6，7％

ち，腫瘍細胞検出例では陰性例にくらべて検査時の一　　卿7表宋棺・腫灘繊灘流静脈血中

般髄囎はかな砥下しており・鰍・P間値航　　　 醐細醐麟ζ、齢
進，赤血球は滅少，白血球は増加傾向にあり，tftLtsge

及びA／G比は減少，，血満蛋白もやや減少している。　　　　報告渚

また子宮頸癌患者における腫瘍細胞検出時の全身状

態｝悌26表の如く，腫瘍細胞の検出された子宮頸癌愚　Engel1

者では，何れも全身状態がやや不良または不良と思わ　　　Sandbe「g

れたものだけであつた講に，根と考えら泌もの　R°be「ts

・・検出脚高…4・3％を殿　　　當欝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遠　　　藤

第26表　子宮頸癌患者における腫瘍細胞

年代

1955

1957

1958

1959

1960

1961

宋　　梢

例数擁

93

ユ79

92

86

ユ78

62

18，3

52，0

16．3

26．7

29．2

24．4

鷹瘍領城

釧％
125

109

100

53

65

62

60．0

55，0

21．0

56．6

43．i

46．7

検出率

僑　数

3．3倍

1．1倍

1．3倍

2．ユ倍

L5倍
1・gue

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細胞陽性率は21．0　・v　60・0％（平均47ほ％）となり，
普　　通　　　0　　　　　0　　　　0
やや不良　　　2　　　　　3　　　5（35．7％♪　　末梢血中陽性率より何れも1・　i～3・3倍（平均1・9倍）

不良　3　　6　g（64．3％）　高くなつている。これらの成績から，手術時腫瘍領域
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内への侵襲の回避及び領域血管血行の早期俸止を強調

　　　B　腫瘍領域瀦流静脈基鞠帯内主静脈血中腫　　　し，また術中化学療法剤の使用を勧めるものもある

　　　　検出時の全身状熊　　　　　平釧　U…8口47・h・・倍

全身状態陣入院i再入院（醗例計

　　　　　雛胞の麟　　　　　　（A・k・一・96・⑳・C・1・・9・8⑰）・

騰脈血と悪樋麟囎瀞脈血物踵辮胞を　ま砧江（1962）⑱によれont．酬胞の或るものは

併せて調べた従来の文献から主なものを拾うと第27表　　　根治手術後も7・・一・IO日間以上流血中に止まるもののよ

の通りである。即ち，腫瘍領域灌流の静脈血中の腫癌　　　うであるとしており，田崎（1960）⑳は，胃癌根治弔
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術患者22例について術後3日、6日及び10日目の肘静　　　第29衷　頸癌手術後ドレーン排液についての

脈血中の癌細胞の検索を行い，術後100目においても　　　　　　検索成績

　そこで著者も，頸癌手術時の局所静脈血及び宋梢静
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
脈血と頸癌手術後の来梢静脈血とについて種瘍細胞の　　　2

検索を行つた。　　　　　　　　　　　3
　　　1・頸癌響三術時局所及び末梢静脈血についての　　　　4

　　　　検査成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

著都㍉子宮騙1期16例，1［ma33例，　m期3例の　　6
計52例について手術時腫瘍領域灌流の静脈血と，同時　　　　7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
に肘静脈、血から腫瘍細胞の検田を試みた検恋成績は第
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
2暖の如くで，1期の購33例・1・13例に局所灌鮒脈　1。

血中に異型細胞を認めたほかには，周所，末梢ともに　　　11

検出することはできなかつた。　　　　　　　　　　　　12

15例中6例になお脚胞を発肌得たと述べている・　嗣睡酬逸側一・8h－・4h

細O　徳O
rレt（）カ’○え

滝○け○え

小○み○り

村○　静o

平○　　勝

平○みo子

村○　沢O

斉○　ゆQ

高o　　節

北○　幸O

大○　澗○

11【

皿

1

∬

1

1

正

班

正

］［

1［

1口

士

士

士

士

士

A」4．8h N72h

士’

第28表頸齢術嗣及び糊糊辰血　　　　　D良｛蠣魏灘浦欲索
　　　　について唖査鰍　　　　　・、。db，，9（1・59）⑳は，異型細鵬正常人に耀め

進行期

1　期

］［期

皿　期

　　　局　　　　所　　　末　　　　梢　　　　難いが良憔唾瘍及び良性疾患には夫々17，5％，11，0％
例数 ?璽1簸繭可藤『の舞麟め・れ・．・激い’　－el’i：・・962）⑭榔

16　　　0

33　　　0

3　　　0

O　　　　Q　　　　O

3　　　　0　　　　0

0　　0　1　0　　　　　　　　　　e　　　　　　　．

正常人10例では全く検出されなかつたが癌例では1’8

例中24例（13・5％）に，非癌例で｝止33例中4例（12．　J．

％）に異型細胞な検出したという。

副5210爾rrlT術融諜謂灘轡費懸撒灘寝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　索した43厨の検査では，異型細胞とすべぎ細胞に検出

　　　2．頸癌手術後の末梢静脈血についての険査　できなかつた・

　　　　成績

　子宮頸籟手術患春52例について，術後10日までに肘　　　　　　V　転移との関係に関する動物爽験

静脈血を踏した結果は，術後拍目の検査で異型細　鵬細胞の血申遊離は，遼隔，mapt形成の可能性の間

胞を認めた1例があるが，煙瘍細胞を認めた例はなか　　　題との関連において童要な意義があるといえよう。し

った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かし．転移を形成するためには流血中の腫痩細胞が多

　　　　C　頸癌手術後ドレー7排液中腫蕩細胞の　　数でなければならないことは動物腫瘍では確かめられ

　　　　　検索　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ているところであり，血中に遊離した腫瘍細胞がそれ

　子宮頸癌手術後ドレーン（尾骨側ドレーン）からの　　　ほど高頻度に遠隔転移を起すものでないことは像ぼ

排液について，術後夫々18時間，24時間，48時間及び　　確i奨と思われる。実験的には1％以下であるとする

72時閻以内に腫瘍細胞の有無を検索した。　　　　　　　Basserga（1960）＠の報告があり，　Moore（ユ960）⑫

　12例について検査したが，何れの場合も排液中に細　　　は腫瘍細胞はおそらく循環中に死滅してしまうのであ

胞成分そのほか爽雑物が多く，末梢血にくらべて判定　　　ろうといい，それは生体の抗癌性抵抗力によるもので

が困難であり分離方法の改善が痛感されたが，綿密な　　　あろうと述べている。これを褒付けるように，小林。

観察によつても腫瘍細胞は見出されず，異型細胞が12　　竹内（1958）⑭は，人血滴には蠣癌・絨腫・Ehrlich

例中7例（58・3％）に見ttlされ・これらの異型細胞は　　腹水癌等の腫瘍細胞のDehydrogenase等の酵素活

第29表の如く特に24時間以内の拷液中に多く認められ　　　性を低下消失させる働きがあるとして，人血溜の抗癌

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性抵抗力を認め，しかもこの作用はリソパ液にはない

　なお・排液中に認められた異型細胞の一部を附園皿　　　という。またS工eeping　Ageの長いものに対して

（A）に示した。　　　　　　　　　　　　　　・　　　　は、その原因がしばしば生体の抗癌性抵抗力によつて



　　130－（824）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州医誌第14巻

　説明されている。予後との関係においても・Roberts　　胞（2900×ユ04個）を移植した。

　（1962）⑭は血中癌細胞陽性例と陰性例との間には治癒　　　　　　2．　コンゴー・レツド検査法

　率に差があるとしている反面，Engell（L955）⑯　　　　原理はAdler，　Reimann（1952）⑩によるが，検

　M。。re（1960）⑫撚欄胞陽性例帳｝胴追求しt　査動物が・鋤物である肋1上1ヲ彪（・954）⑰砺灘よ

　予後との間には密接な関係が認められなかつたことを　　　り検査した。即ち，ラツテの大腿静脈ヘコンゴー。レ

　報告しており，これらの黙実はまた予後の面にも生体　　　ツド（Merck）：L％溶液0・3ccを芒1三身・j’し・4分後及び

　の防衛力が関与することを示唆するものであろう。　　　　60分後に尾静脈を切断して滴下する血液0．2acを生理

　　一一方，近年になつてから，生体防衛の中核組織とし　　食塩水8・Oceと混じ，静かに振懲したのち・200Q圓転

　て網内系が再びとりあげられ，tumor－host－relation－　　5分間遠沈し，その上澗をr光電比色計（Leitz）520

　shipの概念から，生体防衛機構の一つとして網内系　　　mμの波畏で藩色度を測定し，コンゴー・レツト係数

　が腫瘍の蔓延に影響を与えるか否かが論議されてい　　　（K・1，）を簾窪したe

・・　　　　　　　　即ち・KL諜第鰐羅・…
　　そこで瀦は瀬瘍細包の血中遊離と転移との関係　eのK，1．の低ド醐内職能のり騰を，St上昇
　を全身的抵抗性の面から観察するため以下の鋤物実験　　　は機能の低下を示すとされている。

　を行つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B　実験成績

　　　　　A　契験方法及びコソ：“一・レツド検撫法　　　　　　1，，予備鍍験

、　　　　1’　実験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　予備実験として，上記のロ・・一チゾソ。アセテート

　　実験動物としてはドンリユウ系ラツテ100　Y前後の　　　101〕脚／擁及び30　ilV／ieg　5日間連続注射及びレ線ユ圓

　体璽のものを使肌，鋤の抵撒を低下させるため　480R釧醐櫛の羅力監ラツテの纏喰欲・＝e・rl‘z
　　ロ・・一チゾン。アセテー・卜1001㎎／吻5日間速続皮下注　　　ち。鋤き等金身状態に募える影響とK，1，の測寛値，

　射を行つた群と・同じくレ線480R1回全身照射を施　　　従つて網内系の機能に及醸す影翠蜘こついて，処鳳前と

　　した群とに分け・注射終了後または照射後3日1］に腱　　　処醗後10日まで観察した。　　　　　　’

　静脈から2000×10d個のラッテ腹水肝癌AH13を淀　　　　先ずコ＿チゾン．アセテ，．一ト100糊／彫51ヨ間皮下

　射し・注轍3・7・ユ↓日倒剛市を肉眼的並びに組織　酬の秒醗身状態に駄礁繍沸3。褒の如く，

　学的に検査して転移形成の有無を夫々無処鷺群と比鮫　　　油射終了時項から濾射後3～4El目頃が殻も不良の状

　観察した。また全身状態に殆んど悪化を来さないロー　　態を示し，体璽ほ滅少し，食欲もなく，毛立ちが圏

　　チゾソ・アセテートの錨：，即ち30瑚／た95同間連続皮　　　立ち，動きも活発でなくなるが，30㎎／趣投与群では

　下注射群についても同様に実験を行つた。　　　　　　　このような変化はみられず．全身状態は正常ラツテと

　　なお，全身照射は照射条件FSD30cm，照射野10　　殆んど変らない。

　　×10cm2∴0．．5　Cu＋O．ユAl，12eR／min・で4分間照射　　　　レ線480　R　1回全身照射の場合には，照射後数日間

　　し，尾静脈内注射細胞は，腹水癌AH13移植7日目の　　が＝　一一チゾソ・アセテー・ト大鍛注射群と同様に全身状

　腹水を無菌的に採取して生理食塩水にて倍数稀釈し，　　　態が最も不良である。

　　Thomaの血球計算旗で細胞数を計算し，所要数の細　　　　次にK．L．をラツテ無処醗群について測定した成績

第30表　　　　コーチゾン・アセテー・ト（ユOOmp／leg）5日間注射の全身状態に．与える影響

注　　　射　　　中 　　　　　P香@　　　　　射
媛書

・回・1・【・削・i・
体　重　　1　　122

（の　　　2　1エ5

食　慾　　1　rw
　　　　　2　　一

　　　　　1　　・一
毛立ち
　　　　　2

　　　　　1　　十動　　き

　　　　　2　　　十

120

1．1．2

十

lll　lllほ1：

一「
一．二。L二．

「　一
一　　　十

士　　土

士　　土

十

士

112　112

105　105

惜　　辮

榊　　十

士　　士

士　　士

110

100

　十ト

＿丑、

112

108

上
士

士

112

ユ08

　十ト

＿土一

十

士

ユ10

110

十

十

十

十

110

コ，1，0

十

十

十

十

110

1a8

士

十

十

十

十

105

100

108

100

108

×02

‡‡に
…丁一7「7
⊥］＝＿：L

＋1＋
＋；＋

十

十



第6号（1965）　　　　　　　　　　　　　　　　ユ3エー（825）

第3俄　無処置群のK．工．　　　　　　　　　第34表　　コLチゾソ・アセテート

動繍別1〈…　　　　　（3°噛5日用三射後の1“・z・

　　　3　　80，5　　　　　動物翻
　　　4　　　　85，　3　　　　　　　　　　　　　18

　　　5　　　　82．7　　　　　　　　　　　　　1g

平　均　82，8　　　　　　20

動物番畳 3日目 7El園 11日図

76．7

U23
V0．8

77．5

W5．2

V9．6

76．5

W2．1

W0．6

平　　均 69．7 80．1 79．7

第32表　　コーチゾン・アセテート

　　　　（ユOOmp／勿5H）注刎後のK。1．　　　　　　　　　2・全身状態と血行性肺転移形成との関係

動物番層

6

ア

8

平　　均

3日目

］．05．8

97．7

100．Q

101　．1

7日目

14（1．6

130，4

126、8

132・　6

・、日目　　コー弼ンヴセテーF　・1°°騨ρ及び30mp／1・g・5日

一一一t－一一一・一一一一一一一t @　　間連続皮下泣射群並びにレ線480R1圓全身照射群の

　　125・9　夫々について，処鰍鋪｝1燃の嵐不良塒蜘縄
　　］，32・　2　静脈から腹水癌（20。OX］．0・個）翻三入し，その後3

　　124．5
－一．＿

@　　．、　　日，7日及び11目屠に瞬殺し，肉眠的並びに組織学的

127・5　　　に肺転移形成の腐無を無処圃群のそれと比較し，検索

　　　　　　した成緻は次の通りである。なお纂粒大以上にて肉眼

第33表。線（鋤48。R．、回）鵬，働K．、，　的職肌得る1購繍をAとし・それ以下のものを

璽鐙劉2且墨＿
9

10

11

平　　均

ユ20．8

ユ26。0

128．7

125．1

7日目

128。9

125、O

］，08，4

120．7

Bであらわしプこo

11F旧　　　・＝一チゾソ・アセテート潮群

　134，3　　　　先ず1007卿＠注射群の成績は第35表の如く，無処

　U9．7　　　嚴対照群の松移率が，各群5疋の検索において3日目

　119．7　　　　　0，　7臼目20％（B1），　1工日目80％（A　2，　B　4）　で

124．3　あるのにたいして・注射1物同じく繍5疋つつの検

　　　　　　　粥における転移率は3日目20％（A1）．7日田80％

　　　　　　　（A3，　B3），　U日目においては100％（A8，　B7）

は第31袈の如く・またラツテ処圃洋につき処鰍3　であ蝋処幽照群より鰍搬は高く，且つ欄に

日・7日lll日目鹸査し誠績は，・一チゾソ・ア　転移が形成され獺向力～蹴ら泌。’

セテート酬灘第3壊，レ線鋪照射群脚3壊の　次に30卿履駐射群では，第36灘尉如く，無処
如くである・即撫処齢のK・b平均億は82・8　鮒照群の樋率が3日目0，7陥20％噛（B2．）、エ1

（80・5～85・3）であるのに射して，コーチゾソ・アセ　　　日園80％（A2、　B4）であるのに対し注射群の検索例

テート10Q㎎／kg・5日間連続皮下注射後3日目，7日　　　では3日目O％，7日目40％（B2）と無処観対照群

目及び11目目のK・L平均値は夫々101・1，ユ32・6・　　　よりやや多いが，U日目では40％（A1，　B2）で対照’

127・5であり・無処置群と比較して明らかにK・1・は　　　群よりやや少い結果を得たが，100㎎／hyit与群にくら

上昇し・網内系機能の低下がうかがはれる。またレ線　　　べると転移頻度は小であり，且つ転移時期も遅い。

480R全射回醐撤のK・L測定値でもtその平均　　bレ線照射群
値は3日目125・1・7日目120・7・11日目124・3とな　　　　成績は第37表の通りで，照射群の転移率は3日目40

り・網内系機能は早期から低下するとみられる。　　　　％（B4），7日目80％（A2，　B6），11日属100％（A

一方・u｛チ’fy°アセテ鱒畷姻じ・1圓3吻　7，　B3）であり，無処幽照群における転移率。％，

／kg　5日間連続投与後にK・Lを測箆すると・成rWe＃t　　60％（B6），100％（A三，　B　7）にくらべてやや高く，

第34裏の如く，3日目・7日臥　1工日目の値は夫々　　　この場含も照射群では早期から肺転移が形成されiる傾

69・7，80・ユ，79・7と対照にくらべてわずかに低く・む　　　向がみられる。

しろ機能尤進というべき傾向がみられる。即ちコーチ　　　　要するte，コーチゾソ。アセテートの投与またはレ

ゾソ・アセテートは，ラツテ網内系に対して大愚では　　線照射により全身状態が不良となり，網内系機能の低

機能低下，少董ではむしろ機能冗進的に作用すること　　　下している場合には，流血中の腫瘍細胞により肺転移

がうかがはれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　が起りやすく，また早期に転移巣を形成することがう
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　第35表　　　コーチゾソ・アセテe－・一ト（loo7ap／leg　5日間）注鮒群の腫瘍細胞注入後の肺転移率

コ＿チゾソ・アセテート100㎎／吻5目間注射群 i　無　処　置　対　照　群

動物番号 ・1・1・ ［・i・ 一・1・ 1 ・1・
転移率

肺　　葉 右國右1左圃左圃左圃左
曜

右1左圃左固左圃左圏左
i瞬移率

@一r一
3日目

　　　　1
7日図　　　　B

1

A

2

A
B

ユ

B
1

A
1　1
A　B

1／5　（20％）

4／5　（80％）

0／5（0％）

1

B 1／5　（20％）

　　　　3　1　4　ユ　1　1　1　1　1　1　　　　　　　1　　　　1　　　　2　1　1

・・日目AA・・AAAABB・聯゜°％）A　B　gAB　4／5（8〔）％）
　　　　　　　BB　　　　BB

　第36表　　　コー一一チゾン。アセテート（30”W勾5日闇）注射群の1踵癖細胞注入後の肺転移率

動物番轡

肺　　葉

3日目

7日貝

ローチゾン。アセテート307解／kg　5日間注射1洋

・t・i・
右

1

B

z司右 左固左

・【・

右国乖

1

B

転移峠く

0／5（0％）

2／5　（40％）

無　　処　　箇1　　対　　照　　群

1　1　2　1　3　i　4－1　5

右［左1雛圃左圃左固慮

2

B
1

B

『塒論唄　一　2／…4・％）1論太k

　　第37表　　　　 レ線照射群の踵瘍細胞注入後の肺転移躍

1

B

1

1

A

転移確

（、／5　（0％）

1／5（20％）

4／5　（80％）

動物番号

肺　　葉

3日目

7日目

レ線480R全身1回照射群

・1・i・1・1・
右国右

1

B
1

B
1

B

左固左固左圃左

1

B
1

B
2

B
B

1

A
1

B
2

B
B

1

A

転移率

2／5　（40％）

4／5　（80％）

無処麗対照群
・1・1・ ・1・

右1左固左固雄

1

B
B

9

1

B
1

B

左固左

1

B
1

B

転移灘

O／5（0％）

3／5　（60％）

一鮮k榊1・／・（…％漏1榊一・％・

かがわれる。一方コーチゾソ・アセテート少黛投与群　　　腹水癌にて・小鍬のCortie。steroidの投与は延命効

で瞭処醐照例，。くらべ・酬群・転靴成がやや　勲示すと述べ1礁G962）⑲もC・・・…nの蝿

少いように思われたが，Ni・・1（・952）⑱はEh・li・h　舗前投与e・よ噸醗育の抑制を認めているカS・　＊
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実験においても3伽卯惣投与群の転移頻度が対照群よ　　結果は，腹水癌AH13では，先ず細胞質に退行変性が

りやや小であつたことは，これと軌を一にするものと　　起り次いで核に分解像がみられ，悪性鶴準は6時間後

も考えられるが，突験動物が少数疋であるので断定は　　　にはかなり低下するので，」血中腫瘍細胞の検出に当つ

できない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てはこのような変性過程をも念頭において検索を進

　　c　肺転移巣の組織学的所見（附図皿（B））　　　　　める必要があると思う。このような魚から著藩は，

　転移の形成された肺を病理組織学的に検索するに，　　　Wright－Tgiemsa染色を施し腫瘍細胞と異形細胞な概

大少さまざまな腫揚結節が認められ・腫瘍は肺実質と　　　むね佐藤。宗像（1960）⑳の基輩に則つて，専ら細胞

明らかに境され・腫瘍結節中心は時に出血性壊死巣を　　　全体としての大きさ・形・変性，核の火きさ．構造，

形成しており・」ttt行性転移をうかがわせる（附図眠B）　　形態・変性、核小体の大きさ・数・形態・原形質の鞭

のω）・腫瘍細胞は殆んどが刻・不同性でかなり多形　触その他の状態から判定した。

に密んでいる　（附図皿（B）の②⑧）。大形の核を有す　　　　先ず儒大産婦人科に入院中の悪性腫癌患者，一部良

るものは比較的クロマチンに乏しいが，核膜は全般に　　性腫癌密、楷について肘静脈から検繊を試みた結果は，

魚棚で・胞体も多形性驚類1ヨ形で時噸大核を蹴　子宮頸1高では鮫1轍846［醐、㈱胞と半腱q＄｝　｛th）

ている・核の小形のものは濃縮核をもつていて核小体　された【轍ウまユ姻（1．4％），異型欄包と半腱（鵬

は醐でtsい・　　　　　　　　　性）した磁は晒1（o．5％）であり，そのほか雛
　一一般に気管粘1嘆上皮は増殖性で，気管内腔は叢とし　　　の回数は子窟体癌1．0％，卵巣癌5，4％，癌再発16，9％

て白前戯からな砿死性組織で充たさx’Lているものが　また疑陽性の［磁は断端癌にて3，50／o，癌再発にて

多く，急性気管支炎の橡を示している。ま牝気鱗；測闘　　　ユ6．（1％であつた。しかし奥性腫瘍では，腫瘍細胞は勿

の在来圃有リンパ襲1醗は一般に肥大し（附図II【CB）の　　　論異型細胞をも検出することはできなかつた。この悪

（4））・糟げラス磁の蠣が強し・のが賊ち一1候　樋瘍、賭からの撫賊繊撚例別に，1鞭麟によ

質には一般的に肺うつ1血力瑠められる・　　　　る検蹴艘を以つて示すと，棺顛鞭は127例中陽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性5例（3・9％）・疑陽性2例、（1・9％）であり，その

　　　　　　　V「纏並び1諸按　　　　ほか棺体癌15Wll・・t：11例，9陳癌6鱒1例，癌再発

流榊の鵬細胞の検出灘壱止撫なプ徽がある　23例中・0伽1に搬，また1欄癌5伽・刷，癬號の
が，舗はアラピァ＝tムを用いる比璽謝1囲激採A・j　7例が疑陽性で虎、つた。

した。それば操作の関係で縄1胞の変性を少くすること　　　子宮頸癌患者だけについてみると，進行期別には1

ができ，且っ櫨瘍細胞を比較的純粋に取り出すことが　　　期23例中0，エ［期71例中1．4％，皿期32例中9．3％，

出来ると考えたからである・しかし，瞳瘍細包の1鱗　W期瑚中・伽：陽性であり，働ね進行度磁むに

撮磁しい点は・検聡よりむし礪瘍細胞である　従い搬繭靴鳩。また醗例・9例では47・．3％の

ことの判定であり・非鵬細胞でも・’S体反応の働　融度をZik・L，特にこれらの，患獅うち」］lti・nT・．骨転

によつて異型性が強くなればこれと腫瘍細胞との鑑別　　　移の発見された6例では金例に陽性で，概むね2回の

｝灘かしくなる・従来総の報告のなかには・麟細　検査に瑚の害1で醗細胞が椥燃れている。このよ

胞と断定できず1しかも正常細胞とは異る所謂異型細　　うに再発例，特に遠隔転移例の如き所綱未期患畜に流

胞を踵瘍細胞として扱つているものが少くないように　　血中腫揚細胞の検出瀕度が高いことは，癌の蔓延状態

思はれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　から一面当然のように考えられるが，少くとも転移病

　そこで著者は，・腫瘍細胞同定の灘礎として霊として　　　巣範囲と検出頻度とは必ずしも平行しないことか・6、

動物腫瘍細胞を用いて・PAS反応及びTPT反応を　　　網内系を中心機構とする全身の防衛力が何等か関与し

応肌た翻1」染色を試み・他九血溜中における蹄　 ているのではないカ・とも叛られるが億測に過ぎな
細胞の経時的形態変化について実験を行つた。しかし　　い。なお，子宮頸癌患渚の検索において，陽性細胞出

PAS反応では正常並L球と腫揚細胞または異型細胞と　　現状態を，1回のみ陽性，2圓以上連続及び2圓以上

を明確に鑑別することは難しく，TPT反応も，変性　　　非連続陽姓に分けると，これら三考の間には顕度に大

した腫瘍細胞には着色穎粒を認め難いことがある反面　　　差はみられず，入院後1週間以内に腫癌細胞を検出し

非腫瘍細胞にもしばしば着色顯粒がみられ，或る程度　　得た症例もあるが4週間以上経つて初めて検出できた

のScreening　Testとしては利用出来ようが1腫瘍　　症例が多かった。また腫瘍細胞検出例の平均体温（検

細胞同定への応用性には乏しいように思はれる。また　　　査日の最高体温）は非検出例より若干上回つている

腫揚細胞の血溝中における経時的形態変化を追求した　　　が，特に高熱時に検出され易いという傾向はみられな
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い。全身状態と検出率との関係では，陽性例の∫血沈値　　びTPT染色を試みたが満足すべき成績は得られず，

・赤血球数。白血球数・血L色素量・A／G比・血清蛋　　これらは｝踵瘍細胞同定への応用性に乏しい。

白等は一般に不艮化しており，これらの患者は一般に　　　　2・ラツテ腹水肝癌AH13を用いて腫瘍細胞の」fitrtg

全身状態も艮好であるとはいいがたいものであつた。　　　中における形態的変化を経時的に追求するに，先ず細

以上から，煎仲腫瘍細胞の検出は，すくなくとも婦人　　　胞質に種々の段階で退行変憾が起り，次いで核に分解

科領域の癌の早期診断として利用することは適当でな　　　像がみられ’悪性基準は6時闇症麦には粉なり低下す

いと考える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るo

　次に子宮頸癌52例に』ついて手術暗藩靱帯内主静脈の　　　　3．子窩頸癌の珀L中癌細胞検出頻度は127例中3，9

静脈血と，同時に肘静脈臨から腫瘍細胞の検繊を試み　　　％・検査回数にして8461則中1・4％，異型綿1胞のそれ

tcが．ただ3例に局備脈血に異型細胞を購しただ　は央々1・9％・0・5％であつた・特悶勲1発唱歌23鮒1

けで腫棚11胞は検出できず，また争腋・GF≡1までの胴瀞　43・4％，・06剛116・9％に1繍1胞がSi．1　IUされ・異型細

脈血の踏では，1例に術後7日Nの飴で異瓢漁　脇爽々30・4穿10，16・0％の・醐渡であつた・

を認めたが，この場合も腫瘍細胞を見出すことを止禺来　　　　4・　子宮頸癌進行期磐1」の癌細胞検幽頻度｝象，1【期

なかつt。また術後ドv・一　7（關嚢11ドレーソ）から　o・醐L4％’　］lf期9・3％，　W脚鰐6諒た再発例

の排液についての検索では，特に．24時聞以内に異型！細　　　では47・3％，検査側数に．して1期O，mり】　03％　皿

胞のみられ磯合が多く，72郡日までの検索ではIZifO　期3・6％IV　jV」・CSO・O％，醗例15，1％であり謹般

中7例に．異型細胞を謝めた。　そのほか良性且亜瘍（．1．0　　の進むほど検出率は高くなる傾向があり，特に再発例

例）．及び糊施行例（2刷）の術肖服ぴ術中の肘静脈　からは1翻瞳敵出される・

血と一部子醐脈血について検査を行つtcが異型細胞　　5・　1】・li・肝・骨に転移の発見劇し嫉例でeik，　fi12z

とみなすべき細胞はこれを謝めていない。この様に従　　　も一般状態不良の部類に属するものであつたが，その

来報告されている外科領域特に胃癌患者の孚術時局研　　すべてに平均2圃の検郵こ1圃の割で椥土1された。

領域（圏静脈）からの腫瘍細胞検禺率に比較して検出　　　　6・検蹴時体潟は・検出例でか訟非検出例より藩二1二高

獅・低いのは子蘭瀞棚が一艦欄1の齢であ　い陶働示したが’1雛麟晦識li出されやすいと
ることと，手術手披が習癌の場禽とは異つて手術によ　　　いう傾向はないようであるQ

つて生じる血行性の撒布の可能性が少ないためと思鳳　　　7・腫繕細胞検出例の血液所見舶L清螢白’1血沈傭

れる。　　　．　　　　　　は搬的麟検出例にくらべて穣であり・確蝋
前述の姻，著渚の成績ではt所言脚脇愚離て　脳にて癌細胞の灘されるのは鋤状態の蘭でな

鋤状態不良のものに融中麟細胞の検出搬が高　い症例に多い・

くなっている．し軸・噸囎隔鰍を起しやすい　8・弛鵬52例について学購罰及び末㈱脈
時期であり調体の全舳防衛力と遠鵬移形成との　血轍査しその何れからもり断欄は証明さ漁かつ

縣をみることは樋脚胞の1直仲遊離の問題と関連　たが・進行期1期の3例に局所騨血判こ羅融を

して興勅るuとであるので熱はこの，点についてい　認めた・また頸癌術脚日以内の　櫛脈血中に繍聰

さ．さか動物実験を試みた。即ち，コーチゾン。アセテ　　　を見出すことはなかつた。

一トの蝿（100卿吻投与またはレ線の燈（480　9・子蠣癌術後のドレーソ排液からも，術後7塒

R）全身照射はラツテの全身状態を悪化せしめ，綱内　　　間までに癌細胞は発見できなかつたが，約半数に術後

系機能癒も低下させてコソゴー・レツド係数を上昇せ　　　24時間以内に異型細胞を認めた。　・

しめるが，この鵬に騨脈より一定鍛の腹水肝癌　1。・P…一チゾン・アセテート大量撚またはレ鰍

AH13欄雄入した場合の肺転移率について観察し　齢身照射によ蛉身状態を悪化させ，踏の襯網

燃果，eれらの処肺。テでは漁姻タ寸照ラ・テ　内継鰍嘱下のみられたラツテ嚇脈内に…定鍛の

にくらべて転御が高く，しかも剛1に転移形成臆　腹水癌AH13細胞を注入することセこより調照にくら

鮒ることを認めた．以上から，鎌期で脅ま調棚1　ぺて肺転榔の甥と・よ岬期嚥移形成を認め

胞の流血中出現頻度が高いことと併せて全身状態の悪　　た゜

化が遠隔転移形成を一層促進するものと推論したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稿を終るにあたり岩井教授の御指導，御校閲を深謝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すると典に，終始多大なる御’教授を賜つた演井講騨に
　　　　　　　　　町　結　　語　　　　　　　　　　　心から御礼を申し述べると共に．，塩沢博士，中検・IL

　1．流1血中の腫瘍細胞鑑別染色としてPAS染色及　　　1↓1博士，医局各位に深謝します。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cancer　Res．，3：160，1960　　＠小野≡三郎；癌の臨

　　　　　　　　　文献　　　　床・6：471・1960⑳若狭一夫：癌，2581：1961
①Aschworth，　T．　R，：Austrial　Med，　J．，14：　　⑭山形倣一；癌の臨床・7：633・　1961　　⑳宇野広

146，1869　　②Schleip，　K．：Zschr，　Klin．　Med，，　・　治：最新医学，13；183，1958　　⑳Ackerman，　L・

59：261，1906　　③Ward，　G．　R，：Lancet，184：　　a・Regato・T・A・：Cancer，　Mosky．94：1962

676，1919　　④Marcus，　H．；Zschr，　Krebsfors一　　⑰Cole，　N・：Arch・Surg・，76：334，1　958

ch，16：217，1919　⑥Pool，　E．　H　a．　Dunlop，　G．　　⑳古江尚：日本臨床，20：2103，1，9G2　　⑳田崎郵

R。：Am，　J．　Cancer，21：99，1934　　⑥Didd1e，　　　三：目消誌，57：1031，1960　　⑳Sandberg，　A．二

A．W．　a，　ShQles，　D，　M，：Am。　J，’　Obste七，＆　　　J・Na七・Cancer　Inst・，22：555，1959

Gynec．，78：582，　X959　．⑦Roberts，　S．，　L．　　＠Baserga・R・W・E・Kisie！eski　a・Halvarsen，

Long，0．　Jonason，　R．　McGraしh，　E，　McGrew，　　　K・：Cancer　Res・，20二910，1960　　⑫Moore，　G・

a．Cole，　W，　H，：Surg。　Gynec，　Obstet，，111t2，　　　EりA・Sandberg　a・Watne・A・L・lJ・A・M・A・レ

3，1960　　⑧Soost，　H，　J．：Jerman　Medical　　　172：1729，　Z960　　⑧小林隆・竹内正七．告田武

Monthly，6：143，1961　　⑨Erdenei・，　S．　u，　　　滲：癌，49：1，1958・supPL　　⑳Roberts，　S，：

Jaeger，　T．：Zbl，　Gyn．，85：785，1963　　⑩竹内　　　Cancer，15：332，工962　⑯Engellt　H．　O．：Acta

正七・松枝和夫・古田武塵：魔と婦，28：1399，1961　　chir．　Scand．　supPL，201：1955　　⑳Adler，　H，

⑪品川儒良・須藤一成・松本新：巌婦の実際，9：218，　　a・Reimann，　F・；Zschr・exper、　med．，47；627，

1960　　⑫増淵一正。天神契央・鈴木忠雄・渡辺文　　ユ923　⑰山形散一：細網内皮系統と肝機能，医学譲

武：癌の臨床，6：7ユ8，1960　⑬鈴木二郎：鷹婦の　　　院・1・954　　⑯Nicol・T・：Brit・JSurg・，40：

世界，12：407，1960　　⑭井槌　iti　：日塵婦宿報別　　　1048・1952　⑩薪橋幸雄・藤井源七臨，煙新医学，

冊，（1964）　　⑯Engell，　H．　C．：Ann，　Surg．，　　　17：5；1103・1962　　⑩斉藤伍作：癌，55：209，

149：457，1959　　⑯Pruitt，　J．　A．　Hilberg　a，　　エ964　　⑪遠藤秀也霊癌，52：209，1961

Kaiser　R．：New　England　J．　Med．，259：1161，　　　⑫Kondo，　T・a・K・Tukui　：Proc．　Soc，　exp，　Biol．，

1958　⑰Sandberg，　A．　a．1Mo。re，　G．；J．　NaV．　　102　：384，1959

Cancer　Inst。，19：1，1957　⑱Seal，　S．　H、：An皿、．

Surg．，149：590，ユ959　⑩Malmgren，　R，　A．，　T．

C．Pruitt，　P。　R，　Del　Veccllio　a，　Patter，　T．　F，：J，

Nat・Cancer　Inst．，20：ユ203，　X958　⑳Roberts，

S，A．　Watne，　R，　MacGrath，　E，　McGrew　a，

Cole，　W．　H。：Arch，　Surg．，76：334，　X958

⑳宗像秀夫。倉田当助；日病会誌47：541，1958

⑱Ror　lsdah1，　M．　M．，　E，　A．　McGrew，　R．　G。　Mc－

Grath　a。　Valaitis，　T．：Cancer，1ア：1400，ユ964

⑳Raker，　T．　W．，　P。　D．　Taft　a，　Edmonds，　E．

E．：New　England　J．　Med．，263；993，1960

⑭Jacksoni　J・F・；Cancer，　1．5：259，　1962

⑳御園生雄三・戸沢澄・浅井慎宏：産婦の世界，6；

874，1954　⑳佐藤春郎・宗像秀夫：癌の臨床，6：

3，1960　⑳Fletcher，　A．　a．　Stewart，　T，：Brit．

J．Cancer，13：33，1959　　⑳Spriggs，　A，工，　a．

Alexander，　R．　F，：Lancet，654，1960　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔

⑳Buraggi，　G．　L，，　A．　Severini　a．　Sirtori，　C．：

Reticuloendotherial　structure　and　function．

Ronald，　New　York，27911959　　⑳田崎勇≡1：

第5回目本医学会誌，412：1959　　⑳Watne，　A．，

A，Sandberg　a．　Moore，　G．：Proc．　Am．　A．
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（A）PAS染色（ラッテ腹水癌AH13腹水）

譜概i潔　ン　　“　　！諄　　　　　　、

（B）TPT染色（ラツテ腹水癌AH13腹水）



）

第6号（1965）　　　　　　　　　　　　　　　　　　137－（831）

　　　　　　　　　　　　　附図1　腫瘍細胞

　　　　v　、WVt　　　　？

擁　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　璽

高○文○頸癌皿期　　　　　10×100　　　石○か○頸癌IV期　　　　 10×1000

　　　　●嚇

翁

・F

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pa　　．　螂騰　　　　　　　　一蟻』

糠　　　　　　　　　　　　　　　　　，　一　興　　　　無　　　　鷺
⑲

醜　　　　　』。や騨一騒遡監i
坪○み○よ　卵巣癌　　　　　　　10x100　　　　成○任○　頸癌皿期　　　　　　　10　x　100

o　　　　　　．畷　、　筆舗

P，　’．　　ny

艶騨bメ」L壷・、・
滝○照○頸癌皿期　　　　10×100　　田○フ○頸癌皿期　　　　10x100『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　異型細胞

　　　　　　　　　　　　　噸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，’

小Q不O　頸癌皿期　　　　　　　10x100　　　　松Q金Q　頸癌皿期　　　　　　　10×エ00’
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　　　　　　　　　　　　　　　　　附図皿
　　　　　　　　　　　（A）頸癌手術後ドレーン排液中の異型細胞

騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ve

轟　　撫　　　　　　　　　　　　　　　　馨　　　　　　　e，・／．；麹一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蟹「』

北○幸OI期　　　　　　10x100　　　小○みOり皿期　　　　　 10x100

　　　　　　　　　　　　　　　　附図皿
　　　　　　　　　　　（B）ラツテ肺転移巣の組織学的所見

　（1）腫瘍細胞の血管灘　　　 10×40　　（3）転移結節部　　　　　・Ox・0

　（2）転移結節部　　　　　　　　　　　　10x40　　　　　（4）肥大せる固有リソバ装置　　　　　　10×40


